
＊所属（〇〇大学 等） （３名以下は*、**、… ４名以上は 1）、2)、3）、4)…とする） 

タ イ ト ル  （明朝体14ポイント） 

 

氏 名＊（明朝体 12ポイント） 

キーワード：（各キーワード（３～５個）は明朝体10ポイント） 

 

１. はじめに（章タイトルはゴシック 10.5 ポ

イント） 

 ここからが本文です。明朝体 10 ポイントで書い

てください。 

本文は、1 ページについて、1 段あたり 24 文字

44 行の、2 段組で作成して下さい。  

図、表は次ページのように 1 段、または 2 段で

適宜割り付けて下さい。 

総ページ数（英文要旨が必要な場合は英文要旨

込）は投稿規程を参照して下さい。また、図・表・

写真、注、文献の引用等の扱いについては、学会

Web サイトに掲載されている「投稿原稿執筆の手

引き」を参照して下さい。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 

 

２. ○○の〇〇と○○について 

1) ○○について（節タイトルはゴシック 10 ポイ

ント） 

本文中における文献参照の表記は、以下の通り

です。野村（1995）によれば， ......。 ......した例

がある（国土地理院，1980）。Robinson and Morrison

（1985）は，......。......と指摘されている（大久保・

渡辺，1998）。高崎ほか（2002）に示されているよ

うに，...... 。.....と呼ばれた（Mercator et al.，2010）。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 

 

2) ○○について 

 注のある箇所には１），２）などの通し番号をつけ，

本文末尾に注の内容を一括して記述するものとし

ます。脚注は認めません。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 

 

３. ○○○○○○ 

図・表はできるだけ単純明瞭なものとするよう

努めてください。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 

 

表 1 タイトルは表上部にゴシック 10 ポイント

（〇〇に基づき作成） 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 

 

４. ○○○○○○○○ 

図・表・写真の刷り上がりの左右の幅は 1 段分

（約 8cm）または 2 段分（約 16.5cm）にうまく収

まるようにしてください（ぴったりでなく，左右

に多少の白紙部分があってもよい）。  

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 

 



 

 

図１ タイトルはゴシック10ポイント（図下部） 

 

５. ○○○○○○○○ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 

 

謝辞（謝辞・注・文献のタイトルはゴシック10.5pt） 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 

 

注 

1）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 

2）・・・・・・・・・・・・・。 
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※投稿規程を参照し、英文要旨が必要な場合は以下の要領で論文の末尾につける形で投稿してください。 

Title （Times New Roman 14ポイントで） 

By Given FAMILY（Times New Roman 12ポイントで） 

Keywords： ((3～5words) Times New Roman 10ポイント） 

 

ここからが英文要旨本文です。英文要旨本文は

図表を含めず、邦文本文と同様に 1 ページについ

て、1 段あたり 24 文字 44 行の、2 段組で作成して

下さい。各段落の冒頭は半角 5 字分下げて、Times 

New Roman 10 ポイントで書いてください。分量

は投稿規程を参照し、投稿区分に従い記述してく

ださい。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・． 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・． 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・． 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．

 

 


